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昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の

初
め
の
時
期
は
、
校
内
暴
力
が

社
会
的
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

特
に
対
教
師
暴
力
が
酷
く
、
同

僚
に
も
病
休
・
休
職
者
が
多
数

い
ま
し
た
。
病
休
・
休
職
を
予

防
す
る
手
立
て
を
科
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
基
づ
き
研
究
し
て
、

学
校
現
場
に
還
元
す
る
教
員
が

一
人
く
ら
い
い
て
も
良
い
の
で

は
と
の
思
い
が
募
り
、
意
を
決

し
て
教
職
を
辞
し
大
学
院
受
験

を
決
意
し
ま
し
た
（
当
時
は
今

の
よ
う
に
内
地
留
学
等
の
制
度

が
な
か
っ
た
の
で
）
。

と
い
っ
て
も
、
い
き
な
り
大

学
院
入
学
が
か
な
う
ほ
ど
甘
い

世
界
で
は
な
く
、
一
年
間
は
お

世
話
に
な
り
た
い
教
授
の
講
義

を
聴
講
生
と
し
て
受
講
し
、
院

生
が
試
験
の
傾
向
と
対
策
を
手

ほ
ど
き
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
退
職
２
年
目
で
大
学
院
生

に
な
れ
ま
し
た
。

当
時
の
自
分
は
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
長
男
を
抱
え
妻
も
産

休
中
で
、
収
入
が
途
絶
え
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
学
院

の
授
業
料
、
東
京
か
ら
筑
波
ま

で
の
交
通
費
、
家
庭
に
も
決
ま

っ
た
生
活
費
を
入
れ
る
こ
と
等

の
約
束
を
し
て
大
学
院
に
行
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
学
院

を
修
了
し
た
後
は
教
員
に
戻
る

想
定
で
し
た
が
、
大
学
院
で
は

素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
導
か
れ
る
よ
う
に

予
想
外
の
方
向
に
人
生
が
展
開

し
て
い
く
の
で
し
た
。

■
人
々
と
の
出
会
い
が
宝
物

大
学
院
の
研
究
室
で
は
最
初

は
違
和
感
で
一
杯
で
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
院
生
が
素
晴
ら
し

い
人
た
ち
で
、
修
士
論
文
の
〆

切
に
合
わ
な
い
時
な
ど
は
、
院

生
総
出
で
流
れ
作
業
の
よ
う
に

お
手
伝
い
頂
き
、
〆
切
３
分
前

に
提
出
で
き
た
こ
と
は
今
で
も

奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
頃
の
院
生
の
方

々
は
皆
さ
ん
大
学
教
授
と
な
り

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
院
時
代
の
先
生
二
人
と

の
出
会
い
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
一
人
は
私
の
指
導
教
官
で

あ
っ
た
森
昭
三
教
授
、
も
う
一

人
は
私
を
今
の
仕
事
に
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
國
分
康
教
授
で
す

（
お
二
人
と
も
既
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
）
。

森
先
生
は
物
静
か
で
口
数
が

少
な
く
、
い
か
に
も
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
で
し
た
。
い
つ
も
時
間

が
あ
る
時
は
読
書
を
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
あ
る
日

の
ゼ
ミ
の
時
間
、
私
の
机
の
端

に
５
冊
の
本
が
無
造
作
に
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
た
ぶ
ん

他
の
院
生
の
忘
れ
物
だ
と
思
い

置
か
れ
た
本
を
見
て
み
る
と
、

い
ず
れ
も
私
が
研
究
テ
ー
マ
に

し
て
い
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
森
先

生
の
蔵
書
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

教
員
の
プ
ラ
イ
ド
が
邪
魔
を
し

て
、
積
極
的
に
質
問
し
た
り
出

来
な
い
自
分
を
見
せ
る
の
を
た

め
ら
っ
た
り
し
て
い
た
私
は
、

顔
か
ら
火
の
出
る
思
い
が
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
教
師
の
殻
を
破
り
、
気
持
ち

を
新
た
に
本
当
の
意
味
で
の
研

究
生
活
に
入
れ
ま
し
た
。

院
生
当
時
は
健
康
教
育
学
専

攻
と
い
う
研
究
室
に
在
籍
し
て

い
た
の
で
す
が
、
一
方
で
他
学

部
の
、
東
京
都
で
教
職
員
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
長
年
さ
れ
て

き
た
國
分
康
孝
教
授
に
お
会
い

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

あ
る
時
、
國
分
先
生
の
研
究
室

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

ア
ポ
な
し
で
訪
ね
た
私
を
笑

顔
で
快
く
迎
え
て
く
れ
た
先
生

に
、
教
員
の
メ
ン
タ
ル
予
防
の

研
究
を
目
的
に
教
職
を
辞
し
て

大
学
院
に
来
て
い
る
こ
と
な
ど

を
お
話
し
し
ま
し
た
。
す
る
と

東
京
都
の
教
職
員
相
談
室
で
先

生
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
相
談

員
が
私
の
恩
師
だ
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、
國
分
先
生
の
講

義
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
國
分
先
生
に

「
土
井
君
、
１０
年
頑
張
れ
。
１０

年
後
に
は
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
大
問
題
に
な
っ
て
い

る
」
と
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
、

教
師
の
メ
ン
タ
ル
予
防
に
関
す

る
研
究
実
践
へ
の
思
い
を
後
押

し
し
て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

■
後
進
の
育
成
が
今
後
の
目
標

こ
の
道
に
携
わ
り
３０
年
以

上
、
一
貫
し
て
思
う
の
は
「
自

分
の
経
験
や
技
術
、
存
在
そ
の

も
の
が
相
手
の
成
長
や
幸
せ
に

貢
献
で
き
た
時
に
、
自
分
も
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
で
あ
り

た
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
一
方
で
今
も
、
人
の
話
を
聞

く
こ
と
を
通
し
て
「
相
手
か
ら

学
ぶ
こ
と
大
切
さ
」
や
「
寄
り

添
う
こ
と
の
難
し
さ
」
「
待
つ

こ
と
や
見
守
る
こ
と
の
大
変

さ
」
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
順
天
堂
大
学
で
教
育

相
談
を
教
え
る
と
同
時
に
、
埼

玉
県
川
口
市
教
育
委
員
会
を
拠

点
に
教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ー
フ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
目

標
は
後
進
の
育
成
で
す
。

①
公
認
心
理
師
や
各
団
体
が
認

定
し
て
い
る
資
格
を
有
し
て
い

る
方
、
②
教
育
現
場
で
の
経
験

が
あ
る
方
、
③
年
齢
は
４０
歳
以

上
が
望
ま
し
い
と
い
う
条
件
を

満
た
す
方
で
、
教
職
員
専
門
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
関
心
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

大
学
院
在
学
中
よ
り
、
茨
城

県
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
教
育

委
員
会
や
養
護
教
諭
部
会
か
ら

講
演
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
。
関

係
各
位
に
は
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
１０
年
間
私
の
コ
ラ
ム
に
お

付
き
合
い
下
さ
っ
た
読
者
の
方

々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
私
の
稚
拙
な
文

章
の
手
直
し
を
含
め
、
毎
回
原

稿
の
完
成
に
ご
尽
力
頂
い
た
教

育
家
庭
新
聞
社
・
編
集
部
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
完
）

連
絡
先
＝
土
井
一
博
（ddkaz

uhiro@yahoo.co.jp

）

学
校
に
お
け
る
安
全
点
検
要
領
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
文
部
科
学
省
の
有
識
者
会
議
は
２
月
末
の
会
議

で
、「
学
校
に
お
け
る
安
全
点
検
要
領
」（
骨
子
案
、
以
下

「
要
領
」
）
を
了
承
し
た
。
中
心
と
な
る
「
安
全
点
検

表
」
は
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
も
の
で
文
科
省
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ
れ

る
他
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
で
周
知
を
図
る
。
【
「
安
全

点
検
表
」
は
６
面
参
照
】

「
要
領
」
は
学
校
安
全
の

推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議

（
座
長
＝
渡
邉
正
樹
・
東
京

学
芸
大
学
名
誉
教
授
）
が
、

２
月
２７
日
の
第
４
回
会
議
で

討
議
、
了
承
し
た
も
の
。
学

校
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
一

方
、
日
常
の
安
全
点
検
で
防

げ
た
事
故
等
の
発
生
を
背
景

に
、
施
設
・
設
備
の
定
期
及

び
日
常
の
安
全
点
検
等
に
関

す
る
「
標
準
的
な
手
法
」
と

「
専
門
的
な
知
見
」
を
取
り

入
れ
た
外
部
人
材
等
の
活
用

で
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
内

容
に
す
る
ね
ら
い
。
「
要

領
」
と
合
わ
せ
て
児
童
生
徒

へ
の
安
全
教
育
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
安
全
点
検
表
」
は
文
科

省
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
編
集
可

能
な
「
安
全
点
検
表
の
様
式

サ
ン
プ
ル
」
が
掲
載
さ
れ
る

の
で
、
学
校
の
実
情
に
合
わ

せ
適
宜
修
正
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
推
奨
。
学
期
・
月
ご

と
の
点
検
結
果
を
蓄
積
・
記

録
で
き
る
サ
ン
プ
ル
１
、
劣

化
状
況
を
具
体
的
に
把
握
で

き
る
サ
ン
プ
ル
２
が
あ
る
。

さ
ら
に
サ
ン
プ
ル
に
は

「
安
全
点
検
の
方
法
の
解

説
」
の
動
画
が
リ
ン
ク
。
点

検
の
視
点
や
点
検
方
法
が
１

〜
２
分
程
度
の
映
像
で
具
体

的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
た

め
、
初
め
て
の
場
所
で
も
理

解
し
や
す
い
。

福
岡
県
で
小
学
校
１
年
生

児
童
が
給
食
を
の
ど
に
詰
ま

ら
せ
死
亡
し
た
事
故
を
う
け

て
文
部
科
学
省
は
２
月
末
、

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」

「
早
食
い
は
危
険
で
あ
る
」

な
ど
の
「
安
全
に
配
慮
し
た

食
事
の
指
導
」
を
徹
底
し
窒

息
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け

る
事
務
連
絡
を
各
県
・
市
教

委
等
に
発
出
し
た
。

「
食
に
関
す
る
指
導
の
手

引
き
」
（
第
二
次
改
訂
版
）

で
は
第
５
章
第
３
節
「
学
校

給
食
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
で
「
窒
息
事
故

防
止
」
の
指
導
に
つ
い
て
①

食
べ
物
は
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
、
よ
く
噛
ん
で
食
ベ
る

②
早
食
い
は
危
険
で
あ
る
こ

と
③
学
級
担
任
等
が
注
意
深

く
様
子
を
観
察
④
咀
嚼
・
嚥

下
能
力
は
個
人
差
が
あ
る
た

め
個
別
対
応
が
必
要
な
児
童

生
徒
は
全
教
職
員
の
共
通
理

解
を
図
る
等
と
明
記
し
た
。

事
故
発
生
時
は
他
の
教
職

員
に
１
１
９
番
通
報
を
依
頼

し
、
救
急
隊
到
着
ま
で
「
詰

ま
っ
た
も
の
の
除
去
を
試
み

る
」
と
し
て
背
部
叩
打
法
、

腹
部
突
き
上
げ
法
を
図
説
し

て
い
る
。
【
７
面
に
続
く
】

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
（
辻
野
智
香
会
長
）
の
第

２９
回
研
究
協
議
会
が
２
月
１６

日
、
東
京
・
有
楽
町
で
開
催

さ
れ
、
文
部
科
学
省
初
等
中

等
教
育
局
健
康
教
育
・
食
育

課
健
康
教
育
調
査
官
・
松
﨑

美
枝
氏
に
よ
る
行
政
説
明

（
基
調
講
演
）
や
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
特
別
講
演
等

が
行
わ
れ
た
。

健
康
教
育
調
査
官
・
松
﨑

氏
は
学
校
保
健
と
養
護
教
諭

に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い

て
講
演
し
１０
の
職
務
に
分
類

し
て
説
明
。
児
童
生
徒
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
は
、
全

教
職
員
が
日
常
の
健
康
観
察

を
大
切
に
す
る
よ
う
確
認
し

た
。
【
５
面
に
続
く
】

学
校
図
書
館
・
読
書

文
科
省
予
算
決
定

昨
年
１２
月
２２
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
文
部
科
学
省
予
算

案
の
う
ち
、
学
校
図
書
館
・

読
書
に
係
る
も
の
は
次
の
通

り
。
■
読
書
活
動
総
合
推
進

事
業
４
４
５
５
万
円
〈
前
年

度
４
５
３
３
万
１
０
０
０

円
〉
内
訳
＝
▽
図
書
館
・
学

校
図
書
館
等
を
活
用
し
た
読

書
活
動
の
推
進
７
６
０
万
２

０
０
０
円
▽
司
書
教
諭
講
習

の
実
施
２
１
４
３
万
１
０
０

０
円
▽
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
理
解
推
進
４
９
７
万
４

０
０
０
円
▽
読
書
活
動
の
推

進
等
に
関
す
る
調
査
研
究
１

０
５
４
万
３
０
０
０
円
■
図

書
館
に
お
け
る
障
害
者
利
用

の
促
進
１
０
９
５
万
６
０
０

０
円

先
ご
ろ
文
部
科
学
省
が
公

表
し
た
２
０
２
３
年
度
教
職

員
団
体
加
入
状
況
に
よ
る
と

組
合
全
体
の
加
入
率
は
２７
・

７
％
で
、
前
年
比
１
・
５
㌽

減
少
だ
っ
た
。
ま
た
新
採
用

教
職
員
の
加
入
率
は
２１
・
３

％
で
、
対
前
年
比
１
・
６
㌽

減
と
な
っ
た
。

加
入
率
は
１
９
７
０
年
代

以
前
は
７０
％
以
上
だ
っ
た

が
、
８０
年
代
ご
ろ
か
ら
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
２２
年

度
に
は
初
め
て
３０
％
代
を
割

り
込
ん
だ
。
ま
た
新
採
用
教

職
員
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様

の
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

組
合
別
加
入
率
で
は
、
日

教
組
が
最
も
高
く
１９
・
２

％
、
次
い
で
全
教
２
・
６

％
、
全
日
教
連
１
・
６
％
、

そ
の
他
３
・
３
％
な
ど
。
ま

た
新
採
用
教
職
員
で
は
日
教

組
１７
・
０
％
、
全
教
、
全
日

教
連
が
そ
れ
ぞ
れ
１
・
０
％

だ
っ
た
。

学
校
に
慣
れ
る
た
め

任
用
前
に
現
場
を
体
験

東
京
都
で
正
規
教
員
と
し

て
働
く
に
は
、
年
１
回
の
公

立
学
校
教
員
採
用
候
補
者
選

考
に
合
格
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
免
許
を
持
た
な
い

が
教
員
を
希
望
す
る
人
の
社

会
人
特
例
選
考
は
、
２５
歳
以

上
で
民
間
企
業
な
ど
を
含
む

社
会
人
経
験
が
２
年
以
上
あ

る
人
が
対
象
。
免
許
取
得
期

間
猶
予
制
度
を
利
用
し
て
受

験
可
能
で
、
免
許
取
得
後
に

教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。

合
格
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

で
は
、
任
用
前
学
校
体
験
制

度
と
し
て
採
用
決
定
後
か
ら

任
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
採

用
校
で
学
校
現
場
を
体
験

し
、
学
校
環
境
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
学
び

直
し
が
で
き
る
任
用
前
講
座

を
用
意
し
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
の

フ
ォ
ロ
ー
で
は
、
若
手
教
員

育
成
研
修
で
教
員
と
し
て
の

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
る
。
ま

た
、
小
学
校
の
新
規
採
用
者

が
学
級
経
営
研
修
生
に
な
る

と
、
新
人
育
成
担
当
の

教
員
が
つ
き
、
１
年
間

に
わ
た
っ
て
学
級
経
営

や
授
業
を
一
緒
に
行
っ

て
い
く
。

臨
時
的
任
用
教
員
・

時
間
講
師
と
し
て

正
規
教
員
以
外
に
も

臨
時
的
任
用
教
員
や
時

間
講
師
と
し
て
働
く
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
２３
年
度

か
ら
は
「
前
倒
し
任
用
」
を

開
始
。
前
任
者
と
最
大
４
か

月
間
、
一
緒
に
働
く
こ
と
が

可
能
で
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
。

時
間
講
師
は
主
に
教
科
の

授
業
の
み
を
担
当
。
自
分
の

都
合
に
合
わ
せ
た
勤
務
が
で

き
て
、
仕
事
と
の
兼
業
や
複

数
校
で
の
勤
務
も
可
能
。

臨
時
的
任
用
教
員
や
時
間

講
師
は
年
間
を
通
し
て
募
集

し
て
い
る
。
都
教
委
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
請
で
き
年

齢
は
問
わ
な
い
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で

申
請
後
、
４
０
０
字
程
度
の

書
類
選
考
と
な
る
名
簿
登
載

選
考
を
受
験
。
合
格
す
る
と

候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、

学
校
か
ら
任
用
の
連
絡
が
届

く
ほ
か
、
自
身
で
学
校
の
募

集
案
件
に
応
募
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
面
接
し
て
学
校
と

の
条
件
が
折
り
合
え
ば
任
用

決
定
と
な
る
。

教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

職
と
し
て
働
く

教
員
免
許
を
持
た
な
い
が

子
供
と
接
す
る
仕
事
に
興
味

が
あ
る
、
自
分
の
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
学
校
現
場
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
い
う
人
に
。

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
副
校

長
補
佐
な
ど
の
職
が
あ
る
。

小
中
学
校
で
働
き
た
い
人
は

各
区
市
町
村
教
育
委
員
会
、

高
等
学
校
や
特
別
支
援
学
校

で
働
き
た
い
人
は
都
教
委
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
募
集
状
況

が
確
認
で
き
る
。

（
公
財
）
東
京
都
教
育
支

援
機
構
は
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
学
校
活
動
に

意
欲
の
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー

（
個
人
、
企
業
・
団
体
）
に

学
校
を
紹
介
す
る
と
と
も
に

外
部
人
材
を
必
要
と
す
る
学

校
や
教
育
委
員
会
に
サ
ポ
ー

タ
ー
を
紹
介
す
る
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｒ
Ｏ
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
を

運
営
。
今
年
１
月
末
時
点
の

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
状
況
は
、

個
人
８
５
１
６
人
、
団
体
１

８
１
。
年
齢
制
限
は
無
く
、

学
生
や
主
婦
な
ど
様
々
な
人

が
登
録
。

「
学
習
支
援
」、「
教
職
員
の

事
務
支
援
」
、
「
部
活
動
支

援
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
」
、

「
心
理
・
福
祉
の
支
援
」
な

ど
８
項
目
で
登
録
を
受
け
付

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

活
動
形
態
は
「
有
期
労
働

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
、
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
「
無

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
３
種

類
と
な
る
。

慢
性
的
な
教
員
不
足
を
背
景
に
、
東
京
都
教
育
庁
は

学
校
で
働
き
た
い
と
考
え
る
ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

や
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
「
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
は
じ
め
か
た
」
を

３
月
２
日
に
初
開
催
し
た
。
①
「
正
規
教
員
と
し
て
働

く
」
、
②
「
臨
時
的
任
用
教
員
・
時
間
講
師
と
し
て
働

く
」
、
③
「
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
と
し
て
働

く
」
、
④
「
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
」
の
雇
用

形
態
別
に
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。
今
後
も
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、
学
校
で
働
く
魅

力
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
。 ●●●●●●●

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 最終回……１面
おいしい献立写真 第８回……２面

食育特集………………………………………………３面
中学生が冷凍食品を活用し自分でお弁当を作って食

べるという特別企画。参加した生徒からは「大変さが
分かった」「栄養バランスを初めて意識した」などの
声が聞かれた。

学校保健・学校安全…………………………………４面
全国養護教諭連絡協議会の研究協議会における文科

省教科調査官・松﨑美枝氏の基調講演では、養護教諭
の役割の一つに毎日の健康観察であると述べた。また
ICTを活用した観察・相談システム一覧表を掲載。

環境教育・SDGs……………………………………５面
「SDGs のまちづくり」がテーマの第５回Minecraft
カップ全国大会が行われ、部門別各賞、学校賞など決
定。審査員から「本気の学びが見られた」と講評され
た各部門の最優秀賞を紹介する。

入札・落札情報………………………………………７面
京都市立小学校体育館を、トイレや倉庫などを整備

して防災機能を強化する計画で、同市教育委員会が基
本計画の策定事業者について公募型簡易プロポーザル
を実施。他に群馬・富岡市の学校長寿命化、静岡・湖
西市の給食センター等。

学校図書館……………………………………………１０面
応募１１万８６０３作品で過去最多となった第２７回「図書

館を使った調べる学習コンクール」の入賞作品が先ご
ろ決定。テーマは多様で「読みたくなる」作品がそろ
った。

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

弥生・蚕月・建辰月

月曜日
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学
校
安
全
の
点
検
表
を
デ
ジ
タ
ル
化

学
校
安
全
の
点
検
表
を
デ
ジ
タ
ル
化

健康観察の
大切さを確認

減
少
続
く
組
合
加
入
率

第２９回全養連大会

新
採
の
加
入
は
２１
％
台
に

点
検
の
視
点
・
方
法
は
動
画
で

文
科
省
有
識
者
会
議「
安
全
点
検
要
領
」

教
員
の
魅
力
を
発
信

教
員
の
魅
力
を
発
信

「
安
全
な
食
事
指
導
」徹
底
を

文
科
省
が
各
教
委
へ
事
務
連
絡

多様な働き方を紹介

キャリア形成からフォローまで

会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

都教委がオンライン説明会

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

最終回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２４年（令和６年）３月１８日（月曜日）

人
の
成
長
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
今
も
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